
元青森市長の鹿内博さんを迎え「原発ゴミ処分」問題の講演と

討論会を開催します。核燃料サイクル政策が破綻し、原発から

出る使用済み核燃料の行き場がなく、若狭の原発はまもなく

稼働できなくなります。

これまで使用済み燃料を受け入れてきた青森県からも怨嗟の声

が聞こえてきます。再処理工場など核施設のあるこの地域は

一昨年「縄文遺跡群」として世界遺産に指定されました。 青森県六ケ所村の再処理工場 撮影 若泉政人

第一部 講演 「青森県は核のゴミ捨て場ではない」

鹿内 博さん 元青森市長/現青森県議会議員(無所属)

第二部 パネルディスカッション 再処理、プルサーマル、中間貯蔵などについて

パネリスト 松下照幸(美浜町町議) 長沢啓行(大阪府立大学名誉教授)

若泉政人(サヨナラ原発福井ネットワーク) ―その他未定 要請中 ―

* 関西電力㈱や福井県にもパネリストとして参加を要請中です。

主催 「核のゴミ処分の責任を果たすのは誰か」を問う県民の集い実行委員会

連絡先: 山崎隆敏 090-6271-8771

* カンパ送り先 郵便振替口座: 00780-9-40314(サヨナラ原発福井ネットワーク)

「原発のゴミ処分の責任を果たすのは誰か」

を問う県民の集い

日 時: 5月21日(土) 午後1時30分より

会 場: 国際交流会館 1・2会議室 福井市宝永3丁目

鹿内博さんは、政治家になる前、地域住民が自らの創意と活力で豊かで住みよい「ふるさ

とづくり」を進める新生活運動協議会で仕事をされていました。かつて福井県の新生活運動

協議会で活躍された吉田秀尾さんとも親交があったそうです。豊かで住みよいふるさとを子

孫に残したいという同じ思いで、鹿内さんは核燃の問題にも長年取り組んでこられました。

鹿内博さん



核燃料サイクル政策が破綻してるって、

一体 どういうことなの ?

原発の使用済み燃料を再処理してプルトニウムを

取り出し、それを高速増殖炉で燃やしてプルトニ

ウムを増殖する、この二つともが破たんしている

ということだよ。いわば、核燃料サイクル政策は

「底の抜けたバケツ」なんだよ。

原発の使用済み燃料は、青森ではリサ

イクル資源と呼ばれているそうだけど、

福井県知事はどうして厄介物のように

言うのかしら?

使用済み燃料は、再処理しなければ、危険で厄介な

高レベル放射性廃棄物にすぎないからだよ。

何万年ものあいだ安全に保管できる保証など誰にも

できないないからね。

関西電力は、2023年までに使用済み燃

料を他県に移送させると約束したけど

青森県むつ市が念頭にあるんだよね。

むつ市は拒否しているようだけど。

若狭には使用済み核燃料が4100㌧あり、仮にむつ市

が3000㌧を受け入れたとしても、それは一時しのぎ

にすぎないんだ。関電の原発を稼働し続ければ、

2050年代以降すべての原発が廃炉になった後、若狭

には5500㌧の使用済み核燃料が最終的に残ることに

なるんだよ。

でも、再処理工場が動き出せば、使用済

み燃料が循環し、問題は解決するんじゃ

ないの?

ところが、日本にはすでに原爆材料プルトニウム

が約54㌧もあるんだよ。米国などが日本の核武装

を警戒するから、日本の原子力委員会は「保有プ

ルトニウム量が減らない限り再処理工場を操業し

ない」方針なんだ。それに、再処理して残る高レ

ベル放射性廃棄物の処分先もないままだ。

ふうーん、「核燃料サイクル＝底の抜け

たバケツ」の意味がよく分かったわ。

初めて聞く話だけど、政治家の人たちは

理解しているのかしら。

さあ、どうかな。行先のない使用済み燃料をこの

まま生み出し続けてよいのか、という根本的な問

いに政治家は真摯に答えるべきだと思うよね。

原発のゴミに関しての県民的な議論は

必要だと私も思うわ。

これまでそういう機会はなかったの?

福井県は、1995年に、原発の安全性や耐震性のテ

ーマで、国・電力と市民側の研究者との討論会を

開催しているよ。

1997年には動燃事業団と市民が、もんじゅの耐震

性やプルトニウムリサイクルの有効性・安全性を

テーマに公開討論会を開催したし、1998年にも武

生市で関電と市民がプルサーマル運転の安全性と

必要性をテーマに討論している。

だけど、福島事故の後は、電力会社も県も市民と

の討論会開催をかたくなに拒んでいるんだ。

私は昨年、青森で「原発で若狭の振興はできなか

った」客観的事実を報告した。その折、むつ市民

から「むつ市が関電の使用済み燃料を受け入れれ

ば若狭の原発の稼働が続く。申し訳ない」と言わ

れた。だが、詫びるべきは青森の人たちに核のゴ

ミを押し付けてきた私たち福井県民の方だと思う。

日本学術会議は2010年に、高レベル廃棄

物の最終処分についての政府からの諮問

に「いきなり最終処分に向かうのではな

く、数十～数百年程度のモラトリアム期

間を確保し、都市住民も含めた国民的議

論を深めること」と提言しているわ。

高レベル廃棄物を未来へ残すことの罪と

責任は私たちにもあるわね。ウラン鉱山

で被害を受けているオーストラリア先住

民の方は「福島事故の責任は私たちにも

ある」と語っているけど、この有毒で金

食い虫の産業を人道の連帯で止めたいね。

美浜3号機/高浜1～4号機/大飯3・4号は4～5年でプール満杯となり運転不能に

核燃料サイクル政策は「底の抜けたバケツ」


